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（７）創垂館 

１）施設概要 

① 施設一覧 

本市では、共同生活を通じ、規律、協同、友愛の精神のかん養を図り、心身共に健全な青年の

育成をはかることを目的として、創垂館（青年の家別館）を設置しています。 

創垂館は、単独施設となっており、耐震性の問題により安全な貸出しができないため、平成 24

年 8月から利用を中止しています。 

 

図表 施設一覧 

 

 

 

 

 

 

② 事業内容 

創垂館では、青少年が広く地域で活用できる知識や技術を習得するとともに、学習活動を通じ

て自主性・活動力を伸長し、さらには青少年同士の仲間づくりを促進するために、様々な内容の

講座を実施しています。 

 

＜事業内容＞ 

 主催事業の開催（青年・親子講座の開催、ジュニアセミナーの開催） 

 施設の貸出し 

 

③ 開館時間等 

開館時間 休館日 
開館日数 

（※） 

午前 8時 30分から午後 9時 30分 
毎週木曜日（ただし、祝祭日の場合は翌平日） 

年末年始 
105日 

※平成 24年 7月まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 創垂館 小牧市堀の内一丁目1番地 153.9 明治21 木造

構造
（主たる建物）

備考名称 所在地
延床面積

（㎡）

建築
年度

（年度）

129



（７）創垂館 

 

  

④ 利用方法及び使用料 

 利用月の 3ヶ月前の 1日から予約することができます。     （平成 26年 4月 1日現在） 

使   用   料 

半日 昼間 夜間 全日 

8:30～12:00 

13:00～16:30 
8:30～16:30 17:00～21:30 8:30～21:30 

640円 1,080円 1,620円 2,160円 

 

⑤ 配置状況 

図表 創垂館位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ スペース構成 

創垂館は、延床面積 153.9㎡であり、そのうち和室の会議・集会機能面積が 43㎡（28％）と

なっています。 

 

図表 スペース構成(平成 24年度) 
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２）実態把握 

① 建物状況 

■ 創垂館の建物総合評価結果 

平成 25年度の創垂館の建物状況について評価を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

創垂館は、耐震安全性が確保されておらず、老朽化もかなり進行しているため、早急な耐震化

と老朽化対策が必要な施設です。（パターンＡ） 

今後は貸館としての運営は取りやめ、文化財として移築保存される予定となっています。 
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1 創垂館 明治21 154 × 125 不明 125 － × × × × × × × × ×

平成25年度
①

耐震化
③バリアフリー対応②老朽化基本情報

維持管理費（千円） 床面積当たり（円/㎡）

⑤維持管理(H24年度)
④環境対応

指定管理委託料に含まれるため

評価対象外とする文化財のため評価対象外とする

①、③、④
の記載例

実施済み：○

未実施 ：×

不 要 ：―

※１ 手すり・鏡・低い操作ボタン等の設置
※２ 節水型便器、高効率照明器具・ＬＥＤ照明、雨水・中水設備
※①の「不要：－」には、耐震診断の結果耐震化が不要な施設と
新耐震基準施設のため不要な施設が含まれる。

パターン①

　該当施設 建築年度

1 創垂館 明治21
#

＜ 1 施設 ＞
｜ 　　　　　　　　　｜

該
当
施
設

コ
メ
ン
ト

評
　
　
価

・旧耐震基準の建物で、特に築年も古く、
早急な耐震化と老朽化対策が必要です。

・耐震安全性が確保されていない
・さらに、老朽化が進行している

耐震性 老朽化

優先１

0

1

2

3
①耐震安全性

②老朽化

状況

③ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ

対応状況

④環境

対応状況

⑤維持

管理費

振分基準;

①=1の施設

パターンＡ
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② 利用状況 

■ 総利用件数・総利用者数 

平成 24年度の総利用件数は 20件、総利用者数は 454人となっています。 

利用目的別利用件数では、サークル活動（団体）が 20件（100％）となっています。部屋別利

用件数は、和室が 20件（100％）です。 

また、市内利用者が 426人（94％）と大半を占めていますが、市外利用者も 28人（6％）となってい

ます。 

 

図表 総利用件数・総利用者数(平成 24年 4月 1日～平成 24年 7月末) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 稼働率 

施設全体の稼働率は 10％と、利用状況が低くなっています。 

 

図表 稼働率(平成 24年 4月 1日～平成 24年 7月末) 
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■ 年間利用件数・利用者数の推移 

平成 24年度は、8月以降利用中止となっているため、利用件数および利用者数が少なくなって

います。 

平成 20年度から平成 23年度の利用件数の推移をみると、116件から 220件で推移しています。 

利用者数の推移は、1,719人から 4,596人で推移しています。 

利用１件当たりの利用者数は、14.8人/件から 20.9人/件で推移しています。 

 

 

図表 年間利用件数・利用者数の推移 
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③ 運営状況 

創垂館は、指定管理者制度で運営しています。 
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④ コスト状況 

■ 指定管理者のコストとあわせたコスト状況 

市のコストと指定管理者のコストをあわせて整理した創垂館の年間トータルコストは、653 万

円です。 

年間トータルコストのうち、施設にかかるコスト（修繕料、光熱水費等）は 476万円（73％）、

事業運営にかかるコスト（人件費、その他委託費等）は 178 万円（27％）、減価償却相当額は有

りません。当該施設から年間 1万円の収入があります。 
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図表 創垂館 トータルコスト（平成 24年度） 

図表 市及び指定管理者の行政コスト計算書（平成 24年度） 
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３）評価・分析 

■ 利用者数 1人当たりにかかるコスト/利用 1 件当たりにかかるコスト 

年間利用者数とトータルコストから利用者 1人当たりにかかるコストを算出すると、1万 4,389

円となっています。 

年間利用件数とトータルコストから利用 1件当たりにかかるコストを算出すると、32万 6,642

円となっています。 

創垂館では、平成 24 年度に耐震診断を行っているため、施設にかかるコストが例年より高く

なっており、割高になっています。 

 

図表 利用者 1人当たりにかかるコスト    図表 利用 1件当たりにかかるコスト 

（平成 24年度）              （平成 24年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）今後の検討の視点 

■ 施設に関する視点 

 創垂館は、明治 21 年に県の迎賓館として建設された施設で歴史ある建物となっています。

現在は耐震安全性が確保されていないため利用中止となっていますが、今後は、文化財と

して移築保存される予定となっています。また、施設の適切な維持・保存に努めるととも

に、現在は指定管理者により管理されていますが、より効率的な維持管理の方法を検討し

ていくことが必要です。 
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